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 ＜目 次＞ 

 

巻頭言 ・・・・・・・・・・・・ 安村 仁志    １P 

ギャップを超えて伝える（春季公開講演より） 

・・・・・・・・・・・・ 鷹取 裕成    ４P 

「恵みとしての戒規」ルターの破門論の視座から 

（秋季公開講演より）・・・・ 小形 真訓   １１P 

 生きた人間の営みとしての神学：二つの国際学会に参加して 

・・・・・・・・・・・・ 山崎ランサム和彦１７P 

マクグラスの「歴史のイエスと信仰のキリスト」を読み解く 

・・・・・・・・・・・・ 檀原 久由   ２2P 

ルターの説教を読んで ・・・・・ 松浦 剛        28P 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（編集後記） 

    日本福音主義神学会の発足当時から、深く関わりを持ってこられた安村先生の働き 

を心から感謝申し上げます。中部部会の指導的な働きを続けてこられた先生の、多く 

の労苦や配慮があってこそ、この会が東海地域で根を張り、福音の真理と実践を大切 

にする先生方が起こされてきたことと思います。 

    春季と秋季における公開講演の講師、鷹取先生と小形先生の問題意識をもって取り 

組んでいる姿を学ぶことができました。説教のありかたは牧師の中心的な課題であり、 

戒規の問題は近年注目を集める話題となっています。その意味をルターから教えられ、 

学べたことは感謝でした。 

    神学校の校長として忙しい中にある山崎先生や、この会を長年にわたり支えている 

松浦先生の投稿に刺激を受けました。 

読者の皆さまの投稿を心からお待ちしております。         （D．H．） 
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